
 

 

 

最終回は地名と伝説について考えてみたい。中田という名称の由来では、「古くは中田村といい、

鎌倉郡に属していた。明治２２年、市町村制度施行の際、隣村の和泉村、上飯田村、下飯田村、高

座郡今田村の飛び地、同郡上和田村飛び地と合併して中和田村を立て、その後、大字中田となり、

昭和１４年横浜市に編入し中田町になった」（『横浜の町名』）。そして中田や田中あるいは中という

地名は「多くの出作地域は出小屋に対して指導的、支配的な地位さえもあったと推測される」とし、

中田とはこの中心村落（本村）を意味している（『県内地名考』）。 

 さて、わが町中田には 30 の町会自治会があるが、目につくのが中下、中西、中村、根下、向根

下、下村など中と下がつく地名が多いことだ。それに次いで葛野、踊場、山神前、夏刈場、宮の台

など土地柄と因縁がありそうな名前である。中村という地名はどこでもその集落の中心になってお

り、ここでも例外ではない。旧中田村の高札場は元八百仲商店（現ローソン）の西角にあり、ここ

から斜めに中田寺への道が当時一番賑わっていた道だった。これら旧字名は地形や陣屋、寺社、村

役人の屋敷など念頭に置いてつけられたことが地名から想像される。 

 葛野は中田で最初に開けた集落であり、約５００年以上前（平安時代後期）、山の神神社を当時

の農家が祭ってきた伝統がある。従って中田を語るとき、最初に開けたのが葛野であり、村の中心

が中村であった。村の鎮守様・中田寺も中村に位置していた。ところで、中田の地名を語るとき中

田連合自治会が１０年ごとの発行している「ふるさと中田」は、私が思うに貴重な記録（歴史的資

料）である。とりわけ２０年目の昭和６１年（１９８６）に発行された「積み重ねた２０年」は価

値がある。３１の自治会が自分たちの土地の歴史をこまめに、丁寧に考察しているからだ。 

 例えば「山神前」。昭和３９年４月、葛野町内会より２４世帯が分離。当初の名は「葛野東地域

町内会」といったが、隣接町内会と類似していたため、葛野の字名である「山の神町内会」に変更。

昭和４１年、婦人たちから「山の神ではおかしい」という意見が出され「の」をとり、同神社の前

に位置していたので「山神前」になったという。「向根下」は旧字名では「向原」となっていたが、

庚申前および東原の一部を含む地域となっているところから、地域の中心にある向原と旧根下を合

わせて「向根下」とした。 
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 現在ある「根下自治会」は中田地区のほぼ中心にあり、交差点を右に南農協中田支所，中田寺。

東へ曲がれば中田小学校がある、「長後街道」も控えていた。そこで根下の人は「中田の臍」と

自負していた時代もあった。農協の建物は中田の歴史を見れば誇るべき象徴であったが、現在は

建物もなく当時の面影はない。では、平成２０年代の中田の臍はどこだろう。さしあたり「向根

下」当たりか。地下鉄駅を中心に商店街を抱え、放射状に中田寺、しらゆり集会所、踊場ケアプ

ラザ、葛野小学校、中田コミュニティハウス、交番、保育所など多彩だ。 

 「このように戸塚区（泉区は昭和６１年，戸塚区から分区）は横浜市内でも古い地名について

の記録の最も多い区とえる。特に鎌倉時代以降は、戸塚区内に多数の記録、文書が見ることがで

きる．郷名、村名の様な比較的大きな地名だけでなく,小地名（小字、小名）が古文書などに記

され、今もその位置を特定できるということは特筆すべきことである。また、「全体として戸塚

区の地名は依然として古い時代の名をそのまま受け継いでいるものが多く、少なくとも数百年、

古いものでは千年の歴史を生き延びてきた地名が多いいのは驚くべきことである」（『横浜の町

名』）――。 どうです？ わが町「中田」に少しは誇りを持ち、愛し生活できるのは素晴らし

いことだと思う。以上が私の結論であり、抱負である。       （編集員・宮田貞夫） 

 

 

～一人ひとりが CO２を減らす努力をし、美しい地球を子どもたちに残そう！～ 

【さくらまつり】 

日時：平成 23 年 3 月 27 日(日) 

   10:00～15:00 

場所：中田小学校グラウンド 

主催：中田小学校同窓会 

○ 二十日会(一人暮らし高齢者の食事会：要予約) 3月 20日（日）11:45～踊場地域ケアプラザ 

○ 中田友遊会（高齢者サロン） 3月 10日(木) 13:30～15:00 中田町会館 

○ 憩いの会（宮の台サロン）3月 3日(木)12:00～14:30 宮の台町内会館 

○ ひまわり（広町サロン）3月 14日(月)13:00～15:00 広町自治会館 

○ 町ぐるみ健康づくり活動 3月 5日・19日(土)10:00～11:30立場地区センター  

○ 春日健康づくり教室 3月 6日・20日（日）9:30～11:00 葛野コミュニティーハウス 

○ 中田希望会（中途障がい者の会）3月 10日･24日 踊場地域ケアプラザ 

○ 中田子育てサロン 3月 11日(金) 10:15～11:45 踊場地域ケアプラザ 

○ 中田社協子育てサロン 3月 24日(木) 10:15～11:45 葛野コミュニティハウス 

○ 白百合愛児園（連絡先 805-5911）・園庭開放 毎週木曜日・土曜日 

・図書の日 第 1、第 4火曜 10:00～11:00 

○ にこにこパーク（親子の広場） 毎週月・水・金 10:00～15:00 白百合ベビーホーム 

○ 青少年居場所作り 3月 19日(土) 9:30～11:30 立場地区センター 

 

 

【第７回「なかだ市」】 

日時：3 月 5 日(土) 10:00～14:00 

場所：地域作業所「なかだ」（第１） 

   電話 802-4410 

   中田みなみ 4-35-27 ｾﾝﾄﾗﾙｽﾊﾟｰﾂｾﾝﾀｰ側 

内容：模擬店、演芸、葛野小生徒の絵画、作品

展。森農園の新鮮な野菜、焼きそば・生

うどんの販売。ソフト粘土の体験教室や

通所者のピアノ演奏など。“楽しいよ！

みんな来てね” 

＜参考資料＞ 『横浜の町名』『日本の歴史地名大系』『歴史のかおり』『郷土いずみ』（６号）『ふるさと中田』 

このチラシの情報をより詳しく知りたい方は、踊場地域ケ

アプラザ 生田（いくた）まで問い合わせください。 

TEL 801-2114 FAX 801-2923 

【卒業式】 

3 月 9 日(水) 中田中・汲沢中 

3 月 18 日(金) 中田小・東中田小 

3 月 19 日(土) 葛野小・伊勢山小 


